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樺

年
際

者

慰

盛

岡

地
域
で
と
も
に
生
き
る
儲
業
組

今
年
は
悶
附
際
際
世
帯
高
官
年
で
す

G

「
完
会
参
加
と
平
等
L

を
す

i

?
に
‘
世
界
会
総
で
遼
齢
期
が
楠
押
し
緩
め
ら
れ
て
い
ま
す

G

そ
の
た

め
「
い
は
ま
ず
健
常
者
が
棟
梁
翁
を
正
し
〈
理
解
す
る
』
}
と
が
大
切

で
す
。
そ
し
て
出
向
で
、
煽
っ
て
い
る
擁
護
殺
を
更
か
け
た
ら
、
気

軽
に
蔀
'
を
か
け
、
手
助
け
を
し
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

徳
川
世
作
業
所
在
訪
ね
て
み
た
と
こ
ろ
、
み
ん
な
光
気
に
効
い
て

い
ま
し
た
。
ハ
ン
デ
ィ
を
粂
丹
縫
え
、
頑
張
っ
て
い
る
議
が
と
て
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
め
淡
さ
ん
が
時
々
手
伝

聞
印
象
的
で
し
た
。
ま
亡
、
一
一
商
闘
で
‘
慾
害
者
ど
め
ふ
れ
あ
い
を
、
い
に
来
て
く
仇
て
い
ま
寸
。

一一二潟

T
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
添
齢
制
を
ご
一
総
合
い
た
し
ま
す
。
山
間
湖
北
小
学
校
的
教
室
を
倹
り
て

心
身
に
師
陣
惑
を
持
つ
人
た
ち
の
燃
〈
中
里
に
あ
る
こ
の
作
総
併
で
は
、
緩
ん
枇
毎
絹
九
時
か
ら
開
問
時
ま
で
人
階
的
お
も

鴻
と
し
て
油
燥
機
祉
作
業
所
が
で
き
た
十
五
歳
以
上
的
努
女
二
十
一
お
が
働
い
り
づ
く
り
、
防
時
か
ら
一
一
時
間
同
ほ
ど
、

の
は
、
縦
約
五
十
…
ぷ
相
や
め
こ
と
で
す
。
て
い
ま
す
。
職
異
は
間
名
、
そ
れ
に
酬
明
、
将
殿
ル
止
を
送
り
な
が
ら
市
内
的
ダ
ン
ボ

!
ル
隠
絞
走
行
っ
て
い
ま
ふ
た
ハ
ン
デ
ィ

{
概
略
宣
同
)
ル
待
っ
た
人
た
ち
が
、
掛
聞
く

こ
と
を
必
し
、
ル
北
淡
め
安
定
と
よ
り
多

〈
的
友
だ
ち
づ
く
り
を
め
翠
し
て
い
る

の
で
す

a

おもちゃのぶち可づく丹をするき語祉作業所の科F警生。イ土署長も早〈、イ土上lずもていねいだり

…
均
気
に
働
く
創
刊
期
金
一

如
何
酬
明
生
に
は
い
ろ
い
ろ
な
人
た
ち
が

い
ま
す
。
後
誠
学
校
や
粉
飾
時
学
殺
を
常
十

数
し
た
入
、
給
制
附

L
て
い
る
入
、
地
身

内
人
、
仲
間
女
ム
ゲ
&
し
い
と
い
つ
も
思
ッ

て
い
る
入
、
グ
ン
ボ
!
ん
級
戦
が
好
き

で
ど
ま
ら
な
い
人
、
ゑ
べ
る
ニ
と
が
ふ
人

協
同
き
な
人
‘
パ
チ
ン
お
が
線
味
の
人
な

と
。
で
も
元
気
に
数
き
、
出
制
一
特
急
き

て
い
る
k
ニ
ろ
で
は
‘
み
ん
な
同
じ
で

お
も
ち
ゃ
の
お
も
り
造
り
拭

ヒ
メ
ン
ト
を
や
さ
な
え
い
容
器

め
な
か
に
流
す
ル
比
率
で
す
。
人

に
よ
り
浅
い
、
法
い
は
あ
り
ま

す
が
、
み
ん
な
一
生
保
お
む
す
α

ま
た
、
滋
に
…
佼
‘
一
大
王
台
関

公
開
時
め
消
附
加
を
行
う
て
い
ま
す

G

ニ
仇
も
一
仕
事
が
と
て
も
て
い
ね

い
と
終
判
刊
で
す
e

そ
t
て
‘
径

と
タ
五
、
ニ
威
川
灯
、
っ
ダ
ン
ポ
;

ん
間
収
は

L

列
腐
食
が
ひ
と
き

わ
ハ
ワ
キ
作
時
間
で
す
“
入
さ

ん
は
、
言
葉
が
不
自
治
で
す
が
、

こ
の
と
き
は
、
協
力

L
て
く
れ

る
蹴
附
山
明
ゃ
ん
恵
に
ま
っ
先
に
行
っ
て
あ
い
り
緬
仲
間
的
大
幅
銭

γげ
に

よ

ワ

、

打

蛾

掛

さ
つ
を
手
。
そ
し
て
た
ま
っ
た
F
ン

を

絞

り

ま

し

た

。

河

内

ボ
ー
ル
絡
を
こ
わ
し
て
沖
ば
し
、
ま
た
、
コ
授
産
媛
殺
を
考
え
る
」
生
約
め
を
か
か
ら
排
出
答

て
い
ね
い
は
お
礼
の
お
じ
ぎ
を
し
て
事
務
の
会
に
胸
囲
〈
〔
れ
る
ゴ
ミ
や
し
段
、
な
ど
の
明
暗

以
来
り
込
み
ま
す
絡
は
じ
め
は
、
枝
問
明
!
凝
議
、
醐
闘
っ
て
い
る
ニ
と
は

i

一
湊
物
を
い
か
に
級
車
十
よ
く
処

ゑ

に

き

と

ま

ど

い

を

み

せ

た

人

た

ち

ぷ

災

害

さ

ん

の

一

部

に

さ

、

一

手

之

が

問

題

字

。

も
、
こ
の
ご
ろ
は
毎
日
的
衛
政
を
待
つ
知
恵
お
〈
れ
な
ど
の
路
市
術
品
剰
に
対
し
て
一
ま
た
ー
市
民
の
皆
さ
ん
め

て
い
て
く
れ
た
り
も
な
か
に
は
一
絡
に
謀
総
が
あ
る
k
い
3
ニ
と
で
令
u

そ
れ
一
縫
綴
つ
く
り
と
し
て
病
気
持

な
っ
て
挙
総
っ
て
〈
れ
た
り
す
る
人
も
と
作
業
治
利
用
金
的
収
入
が
少
を
〈
不
ι

予
紡
と
早
織
発
見
め
仕
印
刷
刷
を

山
山
て
き
ま
し
hrB

後
滋
だ
と
い
う
こ
と
も
よ
滅
的
繍
い
問
問
題
~
帥
加
え
る
と
1
C
も
に
保
抽
出
セ
ン

決
年
か
ら
融
開
い
て
得
た
お
食
品
川
一
郊
で
す
み
ご
一
タ
?
?
?
数
酬
の
れ
ん
均
一
判
的
地
を

を
M
m
Aゑ
て
て
い
ま
す
ね
ご
の
百
九
な
榔

1
今

、

緩

む

こ

と

は

!

…

段

四

押

し

ま

て

護
行
に
子
主
で
す
北
京
吉
正
幸
雄
殺
め
た
め
、
談
窓
し
た
…
心
的
泥
霊
草
花
プ
ラ
ン
ト
隙
撃

の
紘
ふ
ぞ
み
ん
な
心
待
ち
に
し
て
い
る
の
仕
事
率
ん
で
い
ま
す
椛
昨
年
、
定
一
機
…
主
と
と
も
に
議
す
る
主

で
す
σ

臨
時
消
却
民
的
…
お
同
哨
・
利
問
地
魚
肉
交
遜
純
一
之
の
破
紳
分
泌
機

J

七
千
万
円

半
減
保
内
総
な
ど
と
と
も
に
公
的
な
欣
率
一

rv
滋
化
水
素
自
動
制
定
後
間
協
勺
…
み
溌

ま
だ
不
安
定
な
収
入
的
確
保
全
制
常
時
子
し
ま
し
九
%
公
務
内
機
…
却
に
仰
げ
ゐ
定
九
百
万
内

数
在
、
冷
液
品
川
副
作
用
肢
の
同
月
給
は
、
日
開
な
ど
、
奴
入
的
安
定
し
た
伐
事
的
確
…
。
資
地
化
事
叫
誠
一
分
別
収
集
に
叫
叫
す
る

一
五
州
開
示
門
で
す
e

こ
の
ほ
か
に
ダ
必
保
い
庁
、
な
に
よ
り
緩
ん
で
い
ま
す
い
一
持
品
川
金
等
へ
m
w
義
一
納
金
)
九
行
万
m
円

焚レ
r愛
・
冬
的
ボ
ー
ナ
ス
そ
れ
ぞ
れ
…
一
楢
佳
作
曲
鷹
狩

O
ご
み
平
淡
投
棄
吋
議
〈
指
導
員
安
一
針

山
力
的
が
支
給
寄
れ
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
梓
女
集
「
ひ
ろ
が
り
い
か
ら
一
な
ど
)
七
百
五
山
内

低

い

と

縫

わ

ざ

る

そ

閣

内

ま

せ

ん

。

ド

さ

ん

の

作

文

h
D
国
内
カ
ン
、
婦
人
が
ン
険
診
委
託
…
子

お
も
ち
ゃ
内
お
も
り
づ
く
り
の
椀
を
符
凶
作
議
所
に
き
て
む
か
は
余
り
に
一
一
一
五
五
十
万
山
内

み
る
と
、
一
人
…
段
平
均
、
五
府
綴
僚
も
り
ま
し
た
。
は
ヒ
約
的
こ
ろ
は
、
一
一

O
給
付
問
検
語
、
時
し
ん
委
託
六
円
同
一
H
m
門

っ
た
と
し
て
…
か
月
平
均
、
作
業
所
余
人
で
か
よ
え
る
か
と
お
も
っ
た
り
、
み
…
口
日
夜
ゑ
際
世
叩
(
第
二
次
、
一
日
一
次
投
供
出
制
臨

時
時
で
十
五
万
内
ほ
ど
に
し
か
な
り
ま
せ
な
事
ん
と
一
っ
し
ょ
に
仕
事
が
で
き
る
一
樹
ペ
ン
ド
総
後
)
四
M
Lパovernm
円

ん
。
去
、
霊
祭
主
一
由
に
、
校
卒
か
と
、
し
2

ん

ぱ

い

で

し

た

が

、

先

生

三

百

器

診

療

品

事

長

乏

5

を
打
ち
明
ら
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す

G

ま
わ
り
の
み
な
ぎ
ん
が
よ
く
し
て
く
れ
…
五
行
五
十
万
内

ダ
ン
ボ
ー
ル
肱
問
削
間
以
の
品
比
率
も
噂
キ
た
の
で
す
ぐ
に
な
れ
ま
し
た
。
一
泊
予
州
以
前
市
浄
化
対
策
(
本
府
叫
ん
肌
du潟

ヤ
ン
プ
刊
日
‘
印
刷
刷
機
代
、
議
損
金
問
然
仕
事
的
は
う
は
、
は
じ
め
は
な
〈
て
、
ふ
交
な
い
と
〉
一
一
一
司
会

hMm

銭、一一変
-
h
%
も
の
が

l
ナ
ス
な
し
と
い
、
作
業
品
み
も
の
や
事
と
り
な
ど
し
て
い
ま
し
一
。
古
割
引
銀
本
件
伊
織
を
一
一
泊
万
円

主

主

て

ま

長

入

学

し

と

。

卒

、

そ

の

う

ち

に

七

ち

ゃ

め

か

三

塁

J
T
C返

し

か

し

今

年

に

す

、

護

主

い

紋

と

り

や

せ

ん

だ

く

す

み

の

仕

事

草

刈

婦

系

…

p
r
u一議

ま
し
た
ι

お

も

ち

ゃ

め

か

た

と

り

の

仕

一

碧

脚

〆

〕

~

明

字
芝
コ
ン
ク
リ
ー
ト
め
よ
づ
き
が
お
も

r

鞠

議

機

騒

鍛

ぺ

J
J
I

一
句
)
/
総
鎚
畿
認
務
畿
「
右

掌
〈
て
な
か
な
か
よ
く
で
詐
ま
せ
ん
で

F

議
議
繁
一
縦
一
一
ん

げ

輔

摺

鶴

露

議

開

溺
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酷
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警

み

品
J

パ
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~
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滋
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時
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機
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i

高

つ

で

も

こ
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ご

ろ

は

手

も

よ

う

や

く

空

紬

綴

必

検

察

化

弱

全

額

豪

語

態

湾

総

魁

書

館

奪

還

争

酷

t

れ
で
か
ず
も
た
く
さ
ん
で
き
る
よ
ろ
に
~
同
醐
綴
綴

J
J
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J
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な
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ま
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た
5

そ

れ

か

ら

せ

ん

た

く

ば

)

闘

機

J
J
J
V一J
W
笈

M
も

も

擁

護

小

ふ

と

ず

手

紙

hH

ぎ
二
仕
事
は
ボ
一
フ
/
テ
ィ
ア
の
お
ば
)
機
瀦
必
μ
一一一一

P
一一

綿

郁

か

ヲ

2

一

雄

略

議

h

んグも一
v

d

一

峨
…
捻
き
λ
た
ち
と
い
A
J
e
e
p
M

ょ

に

た

く

祭

八

つ

わ

瞬

恥
a

f

(

U

L

T

r

d

m

ぷ一¥

幽
ぶ
く
れ
ソ
、
添
付
以
内
文
化
心
情
に
ボ
ラ
ン
チ
ィ
心
久
奇
策
山
城
臨
ん
池
波
沈
下
議
た
↓
ヘ
杯
五

調
ト
ア
の
お
ば
さ
ん
た
ち
が
だ
し
て
く
れ
て
…
主
的

馳
ン
た
く
想
ん
う
れ
た
の
で
み
人
な

rよ
ろ
{
農
林
地
葱
聾
韓
民
七
一
億
五
千
八
蕊
万
円

盟

f

ニ
ひ
ま
し
た
ぬ
本
市
ぬ
絞
殺
は
向
山
地
約
七
地
転
用
地
ル
ル
鴇

醐
そ
れ
札
か
ら
こ
の
あ
い
だ
は

h

は
仁
め
~
滋
堂
後
枝
省
内
不
怒
も
ホ
化
税
制
川
町
止
な

て中
U
7
7
な
す
を
い
た
ど
い
た
の
で
お
父
…
ど
減
合
的
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

u
f
2お
母
さ
ん
円
三
び
を
か
つ
て
ぶ
ま
た
去
一
室
か
ら
み
て
も
主

計
れ
ぜ
ん
と
し
ま
し
た

q

こ

れ

か

ら

も

み

長

F
急
咲
が
あ
り
字
公

な
さ
ん
と
た
内

L
〈
一
ワ
し
主
け
ん
め
心
境
地
務
総
事
主
:
水
出
判
明
一
山
叶
um成

九

い

い

が
λ
ば
っ
て
闘
い
て
い
こ

Z
R

塁

雲

車

内

ま
す
。

(ι

門
判
尚
治
水
内

N
H
E
i
γ
万
問
、
制
刊
阪
港
本
訪
問
仏
刑
制
夜

叫
口
約
百
や
守
主
寸
万
附
門
~
基
幹
排
本
路

管
開
明
ヘ
チ
m
H
m
m
土
附
地
改
良
段
、
刊
川
悦

土
川
崎
改
良
ほ
一
千
百
万
m
門〉

。
絞
殺
ぽ
一
代
化
資
令
利
子
被
治
二
K
M
m
m

十「
n
m
門
終
戦
資
令
制
門
下
減
給
間
同
協

一
…
十
万
m
門

。
特
産
物
伶
一
夜
補
助
お
万
間
一

り
絞
殺
青
壮
年
会
談
活
動
助
成
百
万
円

。
総
業
後
滋
者
特
線
総
食
一
名
に
コ
き

九
百
内

灘
沈
後
“
一
語
一
億
滋
千
六
否
万
内

本
市
め
衝
撃
は
神
崎
同
人
口
一
か
増
加

し
た
も
の
の
そ
の
近
代
化
が
塗
れ
ご

い
る
た
め
に
線
、
心
や
近
海
市
へ
め
流

出
U

が
隠
な
ッ
て
い
ま
す
白

地
J

高
濁
ナ
L

殺
を
発
研
忠
能
川
胤
一
さ
は
ザ
る

た
め
に
は
品
業
総
絞
め
充
実
E
fぽ
代

化
へ
の
役
泌
が
必
嬰
?
ナ
“

ふ
が
た
消
費
殺
内
広
場
!
h
d

り同日府間円山

内
安
定
熱
川
町
叫
ん
安
最
伐
と
日
出
府
し
て

魚
川
市
向
ト
に
蛇
河
内
ま
↑
告
、

札

口
減
γ
ぃ
隙
間
担
パ
炉
設
…
中
小
ι佐
世
示
品
川
は
悦

資
資
金
一
徳
川
円
滑
白
鰐

f
補
給
九

九打
e
パ
十
万
閉
門
席
問
℃
品
目
一
送
付
補
助
ト
パ

白
巧
m門
)

J
J
小
用
問
一
院
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廿
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仁
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仏
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(2) 川河川護軍 u;: 
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ぷ~)，

耳~Jfê掛かー嶋崎二言葉ヵヰ告白な
よラ吋.二のλ討と町令揺に1<t.1:1之主主ぅ
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ボランティア活動はできると患にできることを
ボランチィアとは 'nら進んで社会務仕する人e 在、いいますが、

さぷ考える、二とな〈、円分めでる時擦にできることをしてゆけt

てaすり夜夜、市めがランディア肉食はも点字、鋭意先、手昔話、特望号事長議主人

出 ム立ちn号、総社持議所的手総いなど縞広い務動を続けています府そして

それぞれ慌のつながり世持ち、藩望監は成果をあげています。

ボラシテ ィ ア 内 会 と 外出きんはニう諮蓄していますすたしてムリをしな

い ζ とa そ Lて;l)せらない ζ とが，s，婆Tす. <まずお友だちになることから

委会グ〉‘てくアどさら、。
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き
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川
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ま

ち

づ

く
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十

ゐ

依
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を

れ
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を
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H
M
叫
に
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山
仰
木
げ
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可
欠
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加
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な
ラ
!
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円
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ョ
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め
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滋
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約
九
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人
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仲
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叫
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潟
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一
一
戸
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h
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間
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に
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m
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に
付
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回
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捻
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れ
て
い
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す
。
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ま
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、
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叩
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漁
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止
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る
際
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口
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刷
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波
隊
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飯
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紡
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…
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梢
加
ナ
る
M
M
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あ
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火
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事
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治
相
秘
滋
ゃ

れ
刊
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わ
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し
た
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榊
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e
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身
体
際
議
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川
…
る
可
能
性
を
も

ζ
い
る
と
い
》
て
も
ど
、
言
、
乞
も
つ
人
的
負
刊
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滋
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仲
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し
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双
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を
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。
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伐
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を

深
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に
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持
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、
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蜜
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い
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な
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M
H
H
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刊
千
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伐
械
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暗
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、
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…

ど

が

実

施

主

ま

す

s

ま
た

さ

勉

強

舎

を

開

い

て

い

そ

的

中

に

い

る

と

三

日

し

い

左

手

子

、
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先
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綾
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刊
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仁
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れ
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な
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ム
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n
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鉄
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さ
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友
だ
ち
が
合
な
い
い
よ
う
で
て
そ
れ
で
、
ち
ょ
っ
と
三
重
で
は
譲
襲
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光
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す
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が
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く
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仁
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簿
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仁
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叫
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が
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と
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滋
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テ
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③
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湖
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伐
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台
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お
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。
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的
ヘ
ニ
淡
総
〈
だ
さ
い
。
ま
た
、
二
か

月
ご
と
に
本
後
約
で
郡
河
川
打
寸
る
検
制
到
察

を
誌
て
、
い
つ
む
よ
り
助
問
機
本
最
が
多

い
鴻
A
H
は
、
掃
水
内
可
絞
殺
が
み
り
ま

す
め
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
む

淡
水
仰
な
か
で
一
義
父
づ
か
な
い
の

は
古
水
淡
ト
イ
レ
の
泌
本
で
す
。
木
泌

が
か
す
か
に
ゆ
れ
て
い
る
状
態
で
一
時

間
に
二
十
ど
も
の
本
が
撚
駄
じ
絞
れ
ぞ

い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
蜘
こ
う
い
っ
た

機
水
は
ね
A
を
付
け
て
い
ま
せ
ん
と
発
践

し
に
く
い
も
内
?
?
6

こ
ん
ム
君
臨
時
泣

水
道
蔀
ヘ

校
側
G

一一一

事
検
針
淡
に
料
金
来
輸
の
お
知
ら
せ
が

世
置
い
て
あ
る
と
き
そ
的
ま
ま
に
し
ま

す
と
滋
懇
の
場
合
は
給
水
線
北
に
な
り

'(} 議事

大きく爽れグ
渠立ま主総子養護学校で

輯
臨
時
法
律
や
自
に
親
し
む

l
淵

お

母

さ

ん

に

罷
醐
m
J
縛
人
大
学
」
ス
タ
ー
ト
・

融

醐

醐

州

五

月

十

三

中

央

公

際

空

、

縁

震

い

よ

主

義

習

熱

心

に

霊

醐

輯

制

人

大

学

議

事

撃

が

れ

ま

L
Q
煽
し
ま
し
た

e

国
闇
棚
引
人
火
学
は
、
生
涯
教
育
会
義
務
が
叫
今
後
・
何
時
人
大
学
は

聞
酒
薗

t

ば
れ
て
い
る
中
で
、
い
つ
で
も
、
ど
こ

N
J
L

レ

い

凶

れ

で

も

3襲

警

の

一

環

と

し

て

、

軒

藍

1

拍
専
門
雪
分
野
あ
ま
り
探
〈
学
び
た
い

本
と
い
う
二
十
歳
以
上
約
機
人
世
対
象
に

同
線
岨
附
さ
れ
た
も
の
で
す
。

加
と
的
時
、
間
同
議
式
に
は
、
資
品
間
以
上

局
内
総
務
教
的
中
か
ら
遊
ば
れ
た
八
十
各

国
翻
照
潤
が
山
山
市
唱
し
‘
さ
っ
そ
く
一
…
捌
悶
闘
の
議
座

翻
踊
闘
開
と
し
て
設
け
ら
れ
た
。
ぷ
教
大
学
納
本

す
ば
ら
し
い
出
来
ば
え

手
工
芸
ま
つ
り

市
削
刊
の
苧
づ
く
り
の
人
縦
、
波
工
芸

な
ど
を
桑
示
し
た
綿
一
…
闘
畿
の
手
不
祭

ま
つ
り
が
、
五
月
二
十
二
日
か
ら
一
十

州
側
筏
ま
で
市
民
会
館
で
出
世
さ
れ
ま
し
h
f
z

七
液
晶
端
、
陶
叩
ム
孫
、
料
縁
、
人
形
、

ア
1
1
r
フ
ラ
ワ
ー
、
パ
ン
フ
ラ
ワ
ー
な

ど
十
六
内
部
門
比
二
滋
袋
内
人
允
ち
が

h

臼
頃
腕
を
み
が
い
た
作
品
を
持
ち
絞
り

ま
し
た
。

ど
れ
も
、
‘
と
と
も
ア
マ
チ
ュ
ア
が
作

っ
た
も
の
と
は
思
え
な
い
よ
う
な
す
は

ら
し
い
出
来
で
、
米
場
し
た
仙
鵬
開
閉
さ
ん

…
幣
〕
も
↓
本
時
制
み
た
い
で
す
ね
u

制机

も
朋
闘
い
た
く
な
っ
亡
し
ま
い
ま
し
た
L

と
感
心
り
と
し
事
り
℃
し
た
e

数
成
で
一
人
一
日
…
ニ
ど
は
必
要
で
す
α

ゆ
明
ふ
品
刊
+
出
V

こ

ぶ

み

ホ

mzvoこ
う
し
た
木
は
長
事
総
織
し
て
来
た
ど
き
こ
的
場
合
は
.

3
7
2
1

い
害
ず
か
な
い
と
め
、
一
…
臼
ニ
と
作
成
氏
名
、
総
務
総
官
時
を
一
一
、

犠

え

て

に

取

り

き

え

て

き

た

い

も

的

で

す

a

ニ
一
宮
前
に
お
鮒
か
司
会
主
a

出
問
蒋
レ

A

A

E

ロ
か
ら
自
い
ま

rztk多

災
務
な
Y
比
伸
常
時
に
出
補
え
て
、
部
ぞ

q
d
w
p
-

ー
コ
ッ
プ
に
く
ん
で
五
分
ほ
ど
椋
?
?

は

、

選

撃

の

改

響

、

水

源

的

露

出

陣

し

て

ま

せ

ん

か

み

て

、

zz-選
ん
で
き
て
、
急

緊
急
体
制
制
約
批
刷
機
長
行
っ
て
い
ま
す
。
お
お
円
本
滋
は
論
水
し
て
い
ま
せ
ん
が
消
え
た
場
合
は
、
殺
銭
的
小
さ
な
ア

一
方
、
最
貨
は
各
象
畿
で
も
緊
急
持
か
。
簡
単
な
漏
水
的
見
分
け
方
は
次
め
げ
で
す
か
旬
、
心
院
あ
り
ま
せ
ん
ゅ

山ω
し
n

仰
を
用
意
し
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
ど
お
り
で
す
ロ

a
甲
滋
時
措
ょ
の
漏
水
を
見
つ
持
た
と
他
殺

ホ
N
M
不
可
欠
の
も
の
で
す
。
こ
の
場
合
、
一
、
総
口
を
全
務
開
閉
め
る
い
つ
も
ぬ
れ
て
い
な
い
滋
絡
が
滋
勺

二
‘
〆
l
タ

t
ポ
ァ
ク
ス
を
開
け
て
赤
た
り
、
滋
火
後
か
ら
求
が
お
て
い
る
よ

い
針
が
動
い
て
い
る
か
Y
Y
7
か
磁
か
め
ヲ
な
と
き
は
、
総
本
し
て
い
る
こ
と
が

る

。

よ

く

あ

り

ま

す

か

祭
2
2
2
三
=
豆
一
霊
山
一
袋
一
一
袋
詰
蕊
怒
沼
m
g
蕊
蕊
E

忽需拡
2
2
2
忽一-z==z-一祭器一一建造楽町一おお窓一沼町尚一泌さ
2

霊祭一一一一一一====gz認可袋一思議選議おお

潟
村
月
上

γ
六
日
、
十
七
目
的
二
誌
に
わ
閣
か
れ
ま
し
た
，
憐
催
中
三
百
人
以
上

た
り
殺
滋
滋
総
的
特
別
行
事
圭
き
て
が
、
副
議
や
ク
モ
内
w
支
援
、
八
z
ふ

い
る
手
判
抗
議
吋
附
闘
争
的
肉
料
品
mL
縫
!
が
石
内
ス
ラ
イ
ド
、
滋
樹
、
パ
ス
に
よ
る

探
色
司
会
を
楽
し
み
ま
し
た
ね

浅
間
同
茂
さ
ん
(
中
時
)
め
ク
モ
的
持

災
機
一
も
品
化
飽
を
一
集
め
ま
し
た
a

手
間
同
沼

f
N凡
ら
れ
る
務
総
緩
め
ク
モ
を
、
美
し

い
写
真
と
ユ
ー
モ
ラ
ス
怖
に
わ
か
り
や
す

い
説
明
で
総
合
し
ど
も
の
で
す
。
な
か

で
も
、
ク
ロ
ト
リ
ノ
フ
ン
ダ
ザ
シ
‘
が

ザ
ミ
グ
そ
な
ど
培
怪
も
出
展
さ
れ
ま
し

た
会
淡
路
怒
ん
は

J
T
終
読
の
汚
染
と

と
も
に
、
々
加
叫
糸
が
く
ず
れ
仏
制
的
、
ク

そ
の
種
類
が
減
っ
て
き
て
い
ま
す
。
タ

モ
は
時
同
然
綴
墳
の
パ
口
メ
i
タ
!
と
い

え
る
仰
で
す
い
と
ク
モ
を
通
じ
て
‘
山
内

然
的
大
明
答
を
総
η
ま
し
た
。

le監%
か
ら
男
は
水
道
週
間

水

道

uu
、
間
関
民

mw
榊
際
灘
駅
で
文
化
的
な

日

常

ゑ

活

を

支

、

え

る

議

後

な

施

設

で

す

。

水

滋

滋

期

間

は

、

水

mw
大

切

き

を

も

う

一

度

回

見

渡

し

て

も

ら

う

た

め

の

期

間

関

で

す

。

水
は
も
胡
制
点
り
淡
蹴
械
、
炊
事
、
淡
濯
、

れ

わ

ア

ロ

と

割

払

た

ち

の

策

総

生

設

に

は

欠

か

ぜ

な

い

も

の

で

す

。

学

校

や

齢

制

め

先

で
も
ん
縁
日
絞
っ
て
い
ま
す
。
時
叶
如
?
の
市

の

水

俊

雨

雲

畿

は

、

三

口

一

人

当

り

平

均

二
百
五
十
一
川
川
、
後
期
安
震
の
多
い
一
家
泳

三
g
五
十
七
円
い
で
し
た
。

金

僚

的

に

み

る

と

…

臼

…

人

当

り

の

平

均

俊

朗

緩

い

は

二

百

九

十

二

H
れ

で

す

か

ら

、

私

た

ち

は

氷

を

大

切

に

使

っ

て

い

る

こ

と

が

わ

か

ワ

ま

す

む

こ

れ

か

ら

も

大

切

に

使

っ

て

い

き

た

い

、

も

の

で

す

9

(4) 



(5) 

闘
同
意
し
て
あ
り
ま
す
か
ら
銭
接
申
し
込
い
た
め
で
は
還
す
事
る
と
い
う
こ
と
か

ん
で
〈
だ
さ
い
“
被
径
を
昂
吹
け
る
場
合
ら
一
行
う
も
め
サ
す
ロ

は
印
紙
湖
、
と
母
子
千
械
を
一
兆
事
し
て
く
だ

V
持
品
甘
す
る
も
の
母
子
手
続
と
問
問
診

さ

い

芭

縦

訓

(

記

入

も

れ

の

な

い

よ

う

)

V
特
輯
湖
者
一
歳
ん
八
か
月
か
ら
一
何
一
哉
の
司
一
滋
六
か
月
揃
川
崎
崎
藤
診
査
際
線

育

兜

謂

談

司

自

ま

J
1伎

の
人
誌
協
定

し
て
有
料
に
さ
り

育
児
相
自
然
を
次
的
日
戸
械
で
片
付
い
ま
す
e

d

司
構
疹
{
は
し
か
)
予
時
間
拙
知
機

発
務
状
泌
を
よ
く
総
務
し
て
移
千
手
際

に
記
入
す
る
よ
ミ
ヲ
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

母
子
、
字
削
慨
を
忘
れ
ず
に
持
参
し
て
〈
だ

さ
い
。

V
殿
山

4
4

者
間
関
か
丸
山
冗
(
開
聞
か
月
間
h
M以

外
で
も
総
裁
の
あ
る
時
吋
は
制
利
用
し
て
く

だ
さ
い
。
)

V
時
間
午
前
九
時
か
ら
や
一
時

処
務
兇
相
級
制
問
綴

需品

輝F
d筋
量よ

麻
諺
〈
は
し
か
)
予
間
接
櫨

幼
児
の
出
府
市
市
(
は
し
か
〉
め
子
防
捻

憶
を
次
的
磁
由
甲
山
悶
闘
で
m
m
別
に
い
日
い
ま

該
止
滞
緩
は
同
出
察
機
燃
に
申
仏
語
同
が

1;， f1 1・16話交付

I1長さ
主主んチ今
治的主主販
問てま沼は
十場詰oc -， 
ノ'¥ "完伝子
年 fl<'… π 
[l示を i召
、きさと

戦んい丈
昨日はた人
は守 1"L 

樺 年誌に
たで半続
で数七き

⑩ 

手賀沼を

見つめつづける

ホ「王手書室j務量宣言経」を幾いf:"

教谷半七さん〈美子)

地方税法が一部改蕊されました

[一文霊だより1
L均八一些全J

機
約
百
緩

和
回
止
十
一
円
知

的
凶
千
件
凡
な

川
知
よ
紀
子

中
沢
一
肌
ツ
ナ

鋭
間
後
子

川
明
治
い
ら
子

初
日
こ
う

長

汀
明
州
問
報
雅
子

抽地
b
f
r
相
ち
ゃ
ん
の
竣
議
(
山
山
市
)
の
め
ど
す

E
4三
夜

、

生

活

を

ふ

り

送

料

V
時
間
関
午
約
九
時
父
子
分
か
ら
L
2

っ
て
み
ま
し
ょ
、
主
そ
L
て

小

き

い

城

山

利

時

一

一

…

十

分

か

ら

、

食

べ

た

ら

す

寸

み

が

く

習

慣

を

山

内

V

会

議

総

工

会

絞

っ

け

ま

し

ょ

う

a

ト

見

参

す

る

も

持

母

子

柔

霊

設

問

問

機

部

品

欝

蓄

積

使

山

6
 

v
ミ

V
白
時
六
月
十
六
日
午
前
十
時
か

3

山

口

踏

襲

湾

相

談

、

長

午

、

午

後

長

か

ら

午

後

一

言

ぷ

心
捻
病
内
心
配
が
あ
る
お
工

Z
を

wv
嘩

街

中

東

ハ

良

鮫

川

一

昨

お
持
ち
的
方
は
も
つ
ぎ
の
と
お
り
抑
制
談

V
問

い

合

せ

祭

訟

を

お

ま

は

酬

を
点
灯
い
ま
す
の
で
、
ご
然
的
用
く
だ
さ
い
α

官
八
一
i
t
L
二

一

六

六

日

防

毒

街

襲

撃

1111J

で

芝

山

富

時

ベ

円

子

宮

主

一

必

判

一

ま

計

一

一

約

言

害

時

か

ら

一

…

す

で

)

一

日

三

ら

日

r

v内
容

必

里

山

町

製

品

一

潟

づ

一

か

部

事

情

。

心

夜

間

後

問

機

お

よ

が

検

査

姶

覇

市

一

厄

罷

…

は

段

月

m叫

に

つ

い

て

重

要

一

同

一

感

1

5

b

w援
由

一

一

医

師

附

密

室

内

段

一

倍

λ
7況
汚

主

付

議

高

高

「

l
j

じ
議
S

主

八

望

小

分

か

ら

午

重

宝

V
費

用

い

燃

料

例

年

の

と

お

り

、

党

議

手

当

の

受

給

で

。

む

だ

し

土

即

時

臼

は

午

前

中

V
申
し
込
み
六
月
十
世
ま
で
波
誠
受
務
的
だ
に
「
甲
山
裁
手
当
税
制
同
凶
怖
い
を
同
括
管
縄
問
付
場
演

日

門

出

し

て

い

た

だ

く

こ

と

に

な

り

ま

し

た

と

気

液

家

庭

薬

犯

応

戦

中

京

滋

守

一

指

親

学

級

詩

集

襲

警

告

で

ニ

的

経

に

よ

り

‘

主

主

撃

の

所

主

的

と

お

り

主

叶

そ

も

受

付

い

た

経
緩
中
的
州
市
接
、
柘
刺
殺
絞
め
生
聞
社
世
間
君
。
開
門
七
一
(
六
七
一
一
一
一
五
五
得
内
状
淡
、
児
室
内
総
合
状
況
を
殺
か
し
ま
す
物
受
付
時
閉
問
は
午
煎
九
時
か
、
い
り

綴
六
か
間
関
襲
撃
に
品
目
わ
れ
針
盤
む
欝
生
還
隠
れ
十
日
目
立
村
山
古

J
m
f
J
M
1
u
u
r続

発
樹
判
的
登
ん
な
乳
幼
児
期
に
は
、
こ
行
い
ま
す
ロ
六
日
付
包
日
か
ら
六
月
十
口
口
ま
て
は
、
必
ず
提
出
し
て
く
だ
き
い
。
も
し
手
絞
六
月
一
一
m

H

(

火
)
湖
北
支
舟

れ
ま
で
も
礼
党
や
一
ニ
殺
気
総
康
診
k

就
が
完
六
月
十
一
円
円
{
ホ
d

h

特
産
町
民
組
閣
湖
北
間
的
衛
生
用
一
刻
で
す
の
歯
は
寸
姉
崎
療
の
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